
 

 

平成 30年 12月 5日    

（通算第 329号）     

問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

電話 026-235-7232   

 

 

 

 平成 30年 12月 5日に岐阜県美濃加茂市の岐阜県畜産研究所において、3例目となる豚

コレラの発生が確認されました。自農場の飼養衛生管理基準の遵守状況を再確認
するとともに、異常豚・いのししの早期発見・通報を徹底してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  消石灰は、皮膚や目を痛める場合がありますので、散布の際は、消石灰が 

皮膚や目に付着しないよう、手袋を使用し、風向きに注意してください。 

 生石灰は、水を加えると発熱して危険ですから使用しないでください。 

 河川に流入して水源を汚染しないよう、注意してください。 

 

 
          

 

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 
佐久 0267-62-4123 飯田 0265-53-0439 長野 026-226-0923 
伊那 0265-72-2782 松本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

 

 

岐阜県美濃加茂市で豚コレラ 3例目発生！ 

防疫対応の一層の強化をお願いします！ 
 

○ 畜舎周囲の消石灰※散布によりウイルスの侵入防止対策を強化（下図参照） 

○ 電気柵等により、野生いのししの侵入防止対策を実施 

所在地 岐阜県 美濃加茂市 
飼養状況 豚（繁殖豚 67頭、子豚 424頭） 

経 緯 
・12月 3日、当該農場から家畜保健衛生所へ異常通報あり、立入検査を実施 
・12月 5日、農研機構動物衛生研究部門の検査において確定 

 

発生状況 

豚コレラ防疫対策強化例 

畜舎 

農場外縁部 

2ｍ幅以上に散布 

畜舎周囲 

2ｍ幅以上に散布 

消石灰※ 
散布量の目安 

０．５～１．０kg/ｍ２ 

消毒の例 

※消石灰は、消毒効果のあるアルカリ度

の高いものを使用してください。 

① 発熱、元気消失、食欲減退 ② 便秘、下痢 ③ 結膜炎（目やに） 

④ 歩行困難、後躯麻痺、けいれん ⑤ 耳翼、下腹部または四肢等の紫斑 

⑥ 削痩、被毛粗剛 ⑦ 死流産(複数頭) ⑧ これらの症状を伴う死亡 

 

このような症状があったら通報を！ 


